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項目 内容

1.企業情報  業種：食料品製造
 事業概要：マヨネーズ・ドレッシング類の調味料、パスタソース等
の調理食品の製造販売

 事業規模：
売上高 1,928 億円 （2019年11月期）単体
従業員数 2,447 人 （2019年11月末）単体

2.削減目標
案

＜Scope１・２の削減目標と削減に向けた取り組み＞
目標：2030年に20%削減（2013年比）
取組：国内工場・オフィスでの省エネと電力の再エネ化および
物流でのモーダルシフト等によりCO2排出総量削減

＜Scope３の削減目標と削減に向けた取り組み＞
目標：Scope3の削減目標は未策定
取組：Scope3国内一部算定のため範囲拡大して再算定
算定後削減目標策定を検討
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項目 内容

3.基準年の
GHGインベ
ントリ

 Scope１・２・３の排出量の状況
範囲：2019年度 キユーピー単体
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Scope1
5%

Scope2
7%

カテゴリ1 購入原料

60%

カテゴリ2 資本財

7%

カテゴリ3 燃料電力活動

2%

カテゴリ4 輸配送

（上流）

10%

カテゴリ5 廃棄物

1%

カテゴリ6 出張

0.1%

カテゴリ7 通勤

0.3%

カテゴリ9 輸配送（下流）

1%

カテゴリ10 製品の

加工

1%

カテゴリ11 製品の使用

2%
カテゴリ12 製品の廃棄

4%



項目 内容

4.気候変動
によるリスクと
機会の分析

リスク
原料の収量の低下と⽣産地域の変化
原料の品位や価格の変動による経営悪化
⾃然災害による操業への影響で機会損失
取組不十分と見なされ企業イメージの低下

機会
省エネルギーによる⽣産性の向上
適応策をサプライヤーと推進し原料の確保
ステークホルダーによる信頼向上による企業価値の向上

5.削減目標
設定の背
景・目的・期
待する効果
など

 スコープ１・２の2030年度までの目標は策定済で取組を開始し
ているが、SBTの新基準に対応した目標の見直しを検討する

 ステークホルダーからの期待に応える目標策定と取組により、CDP
をはじめとする企業評価の向上を図る

キユーピー株式会社

3

SBT成果報告 2019年度



キユーピー株式会社

4

項目 内容

6.目標設定
のプロセスと
社内の議論

 スコープ1,2の2030年に向けた長期目標は、2019年からの中
期計画において経営層の承認を得て、設定した

 グループ長期経営方針「2030ビジョン」の策定とそれを実現する
ための非財務目標「サステナビリティ目標」のKPIのひとつとして、
CO2排出削減の数値目標を設定した

7.今後の課
題

 算定結果を検証して、SBT設定を検討する
 スコープ３の算定対象を連結グループ全体に拡大する
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